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ユーザの対話への興味を引き出しな
がら知識を伝える対話システムを世
界で初めて実現しました。従来は
別々に作られていた、質問応答など
の知識を伝える機能と、雑談を行う
機能とを融合することで、質問応答
と雑談を違和感なく相互に行き来で
きる対話を実現しています。

従来の雑談用の発話知識は話題の多
様さ重視のため、質問応答用の知識
に比べ詳細さが不足していました。
本研究では複数ロボットの連携によ
り雑談の話題を自然に制約すること
で、一定の詳細さを維持した雑談知
識での対話を可能にし、質問応答と
雑談の融合を実現します。

ロボットがより身の回りに普及し社
会に受け入れられていくには、ロ
ボットとユーザが信頼関係を構築で
きることが重要です。私たちは、対
話を通してユーザと信頼関係を構築
し、ユーザを様々な側面からサポー
トするパートナーとしてのロボット
の実現をめざしています。
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Integration of chat and QA based on two-robot coordination
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物知りロボットとおしゃべりしながら賢くなろう

～複数ロボット対話制御に基づく雑談と質問応答の融合～

大きいところかなあ

ゾウさんのどんなところが好き？

ご飯いっぱい食べてるから大きいのかなあ

そうだね。大きくてかっこいいよね

へー、すごいね。何を食べてるの？

そういえばご飯ってどのくらい食べてるの？

一日にだいたい40-50キロくらいは食べるよ

草や木の実なんかを食べるよ
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京都市動物園にて実証実験 （2/1-2/28）
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どのくらい食べる？→1日40-50キロ

対話例：雑談から質問応答への自然な遷移

何を食べる？→草や木の実

雑談

雑談用知識
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